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1 目的

宮崎県日向市地域の近海まぐろ延縄漁業は、平成24年では漁獲量2,538トン、漁獲金

額 18.4億円、平成25年では漁獲量2,454トン、漁獲金額18.9億円で、当地域の基幹産

業の一翼を担っているが、近年の漁獲量の減少や魚価の低迷による収入の伸び悩みの一

方で、燃油価格の高騰などによる経営コストの増大により漁業経営は厳しい状況に置か

れている。

また、当地域の近海まぐろ延縄漁業のうち、総トン数 10～14トン階層においては、経

営体数が 16経営体で、本地域近海まぐろ延縄漁業の52%を占めるなど重要な地位を占め

ている。

しかしながら、主な漁場としている南西海域は、 10トン未満漁船等も含めて 130隻に

上る同業他船が操業を行っている狭院な漁場であるため、操業の制限が生じており、今

以上の水揚げ量を確保することは困難であり、将来に渡って、漁業を存続することが危

慎される状況にある。

このため、本計画では、こうした状況に対処するため、漁場の拡大と合理的な操業・

販売の取組により、収益性を向上させることで、今後さらに厳しさを増すものと想定さ

れる情勢の中においても採算がとれる、 「新たな近海まぐろ延縄漁業モデルの構築jを目

指すこととする。

2 日向市地域の概要

日向市は、宮崎県の北東部にあり、東経 131度37分、

北緯 32度 25分に位置する。北は門川町、西は美郷町、

南は都農町、木城町に接しており、尾鈴山系を南に日向

灘を東に望み、市西部の東郷町域から美々津・幸脇地区

を耳川が貫流している。また、総面積の約 78%がスギを

主体とする森林が占めており、豊富な森林資源に恵まれ

ている。

海岸部は、日豊海岸固定公園の南端に位置し、りアス

式海岸と白砂青松の砂浜が織りなす海岸線は、自然の作

り出した芸術とも言える景観となっている。

気候は温暖で、年間平均気温は約 17度と、積雪を見る

ことはほとんどない。年間降水量は 2,000mmを超えてい

るが、 一方、日照時間も 2,000時間を超えるなど、暗天

に恵まれた地域である。

市域面積は336.29 kn1、人口は63,223人で、県内では4

番目の人口規模となっている（平成22年国勢調査人口）。
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日向市における平成25年の水揚げ状況は、漁獲量が約4,277トン、漁獲金額が約25億円

となっている。

中でも、日向市のまぐろ延縄漁業は、漁獲量と漁獲金額ともに県内ーを誇り、かっ、

本市の漁獲金額の 7割以上を占める基幹漁業である。また、沿岸部でも、日豊海岸国定

公園に指定されている恵まれた自然条件を活かした定置網漁業や船曳網漁業が盛んに行

われている。その他にも、平成25年度に環境大臣賞を受賞した藻場再生の取組や同じく

水産庁長官賞を受賞したカサゴ資源管理の取組など資源回復を図る活動も活発である。

3 日向市地域における近海まぐろ延縄漁業の概要

当地域は、現在のまぐろ延縄漁業の主流となっているナイロンテグス縄の発祥の地で

あり、テグス縄が発明された昭和50年代以降、沿岸漁業の漁獲量の減少の中で沿岸漁業

者がまぐろ延縄漁業に転換して、経営体が急増するとともに、漁船規模も大型化し漁獲

量の増加に繋がるなど、本県を含め、我が国の水産業に大きな貢献を果たした地域であ

る。

近海まぐろ延縄漁業は、総トン数 10トン以上 120トン未満の漁船であるが、当地域で

は、 10～19トン階層が主体となっている。また、 10トン未満階層の沿岸まぐろ延縄漁業

においても、多くの漁船が操業を行っている。

当地域の近海まぐろ延縄漁業を階層別に区分すると、 15トン以上階層では、キハダ、

ビンナガ、メパチを追って我が国周辺海域を広範囲に利用した操業形態をとっており、

船員は6～8人である。一方、 10～14トン階層では、年間を通じてキハダを狙い、南西

海域を主体とした操業を行っており、船員は3～5人で、比較的コンパクトな経営を行

っている。

現在の当地域のまぐろ延縄漁業の経営体数は46経蛍体で、うち 10トン未満階層が 15

経営体、 10～14トン階層が 16経営体、 15～19トン階層が 15経営体となっている。

また、本県まぐろ延縄漁業生産額約72億円（H25）のうち、当地域が 26%、約 19億

円を占め、県内ーの水揚げを誇っている。

本地域におけるまぐろ延縄漁業のトン数階層別の状況（図 1)

漁船規模 経営体 比率（%） 操業海域 対象魚種 乗組員

10トン未満船 15 32.6 南西海域 キハダ 1～2人

10～14トン船 16 34.8 南西海域 キハダ 3～5人

15～19トン船 15 32.6 広範な海域 キハダ、メバチ、ビンナガ 6～8人

計 46 100 
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4 日向市地域近海まぐろ延縄漁業 (10～14トン階層）が抱える課題

当地域の近海まぐろ延縄漁業は、情、護量の減少等により、収入が低迷する中、燃油代、

漁具修繕費・餌代等の高騰などによる経営コストの増加により厳しい経営を強いられて

いる。このため、漁獲量の維持、魚価の向上、経営コストの削減・節減が重要な課題で

あり、特に、 10～14 トン階層（本階層）については、漁獲量を維持するための根本的な

課題も抱えており、この抜本的改善が急務となっている。

本階層の漁船規模・仕様では、海況条件等から現行の南西海域等（北緯30度以北、東

経 135以西）に漁場が制限されているが、この海域は、狭院で、船数も季節的には 130

隻と多いことから、この海域での操業には船閑ノレーノレ（屋久新／レール※、日向灘会ルール

※、四国沖ルール※）等の取り決めがあり、小型船（10トン未満船）の操業が優先されて

いる。このため、本階層は、広域的な漁場を利用する 15トン以上階層に比べて、年間操

業日数で50日以上も少ない状況となっており、漁獲量の維持を図るためには、漁場を拡

大し、効率的な操業を行う必要がある。

なお、漁場の拡大に当たっては、 WCPFCによるまぐろ類の国際的資源管理にも対

応し、資源管理対象となっているメパチ等の漁獲を増加させないよう、資源管理への配

慮、も必要で、ある。

漁場 ノレール

屋久新ノレール
漁場のくじ引きで順番決め、くじが引ける者はそれまでの関、

操業ができない（待機のため休棟、状態）

日向灘会ルーノレ 漁場内での隻数制限。特に小型船 (10トン未満）優先

四国沖ルール 四国船優先、沿岸寄り漁場は小型船優先。他船は沖合操業化

【南西海域等の船間ルール】（図2)

【日向市漁協近海はえ縄 10～14トン船の水揚推移〕（図3)
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5 計画内容

(1）参加者名簿

（近海かつお ・まぐろ地域プロジェクト委員） 計4名

経歴 所属機関名 役職 氏名 備考

学職経験者 東京大学大学院 准教授 八木信行

（国研）水産総合研究センター
所長 福田安男

試験研究機関 開発調査センター

（一社）漁業情報サービスセンター 専務理事 為石日出生

漁業団体 （一社）全国近海かつお・まぐろ漁業協会 代表理事会長 三鬼則行

（日向地区改革部会委員） 計 15名

経歴 所属機関名 役職 氏名 備考

漁業団体 日向市漁業協同組合 代表理事組合長 是津 喜幸

日向市漁協しび縄船主会 船主会長 小出栄

漁業者

日向市漁協まぐろ船主 小型まぐろ船代表 井出栄一

市場関係者 勝浦漁業協同組合 代表理事組合長 石井春人

流通関係者 ミツイ水産株式会社 代表取締役社長 伊藤吉成

造船関係者 （一社）海洋水産システム協会 研究開発部長 酒井拓宏

学織経験者
（国研）水産総合研究センター

グ、ループリーダー 小河道生
開発調査センター

宮崎県農政水産部水産政策課 企画流通リーダ｝ 大村英二

行政 宮崎県東臼杵農林振興局 課長 西府稔也

日向市林業水産課 課長 福田芳光

書式験研究機関 宮崎県水産試験場 経営流通部長 坂本龍一

金融機関 宮崎県信用神業協同組合連合会 業務部長 松岡重企

金融機関 宮崎県漁業信用基金協会 専務理事 森井敏明

漁業団体 宮崎県、漁業協同組合連合会 指導部長 阪元和輝

指導団体 宮崎県漁業経営管理指導協会 事務局長 長渡万仁
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(2）改革のコンセプト

日向市地域においては、まぐろはえ縄漁業が基幹漁業であり、 IOトン未満、本階層

(lo～14トン）、 15トン以上のすべての階層が、将来に渡って存続することが地域水

産業の維持・発展に不可欠である。

このような中で、本階層は、 10トン未満階層を含めた多数の漁船が操業する南西海

域を漁場の主体としてきたが、限られた漁場での資源の取り合いや小型船優先等の不

合理な操業により経営が安定せず、高船齢化も相まって、将来的な漁業の存続が危慎

されている。

このため、本改革では、「南西海域から脱却した漁場の広域的かつ合理的利用による

漁業経営の改善Jをコンセプトとして、新たな 10～14トン階層の近海まぐろはえ縄漁

業の経営モデノレを構築することとした。

経営モデルは、操業海域を拡大し新たな漁法を導入した合理的な操業により、水揚

げ金額を 15トン以上階層のレベルまで引き上げ、一方で、支出を最大限に抑制し、高

い収搭ーを確保するものである。

本階層は、次代を担う若い船員が多く、本計画の取組もこれら若い船員の発案によ

るなど実行性の高い内容であり、かつ、この取組に意欲的な若者が経営の継承を受け

取組に向けて準備を進めるなど、本階層の 16経営体は取組成果に大きな期待を持って

いる。

また、本階層の操業海域の見直しは、10トン未満階層との漁場の棲み分けともなり、

南西海域が 10トン未満階層を主体とする漁場として同階層の 15経営体の経営安定に

寄与するとともに、新たな漁法の導入は、 15トン以上階層の 15経営体の収益性改善の

手法としても役立つなど、本階層のみならず、すべての階層において、経営改善効果

が発揮され、新規就業者の確保や代船建造なども計画的に行われることで、本地域の

まぐろはえ縄漁業の持続的発展と地域の活性化に繋がるものと考えている。

（取組内容）

・新たな操業方法の導入

・操業海域の選定と操業に適した改革型漁船の導入

・漁獲物の高鮮度化

・操業経費の増加抑制

・労働環境の改善

・水揚げ港の適地選択

・地元と連携した漁獲物の高付加価値販売

店マグロの特産化

5 



1 ）生産に関する事項

①新たな操業方法の導入

比較的沿岸寄りの漁場においては、従前どおりキハダ、延縄漁業を行い、沖合に拡

大する漁場においては、メカトラップ延縄を新たな漁法として導入する。

従来、沖合の漁場では、ビンナガ延縄が行われ、メカジキが僅かながら混獲され

ているが、メカトラップ延縄は、メカジキの効率的な漁獲に着目し、ビンナガ延縄

とメカジキトラップを組み合わせた漁法である。

なお、メカジキトラップは沖縄等の立縄で実用化され、漁業としての可能性が確

認されている漁具で、ソデイカ旗流しをモデルに考案されたものである。

ア 漁業の組み合わせによる効率的操業

従来のキハダ漁（キハダ延縄）では、 1～2月、 6月、 8～10月は漁獲量が少な

く、経営的に採算のとれない月であることから、このキハダ漁の機関期にメカト

ラップ延縄漁業を導入し、周年を通じて安定した漁獲を目指す。

また、メカトラップ延縄の操業海域が沖合漁場となることで、操業が制限され

ないことや航海日数が増加するため、従前よりも45日多い、 184日の操業日数を

確保し、水揚げ増大に繋げる。

イ メカトラップ延縄漁具

全長90kmの幹縄にビンナガを漁獲対象とする釣針を 1,600本、メカジキを漁

獲対象とするメカジキトラップを等間隔に 100本配置する。メカジキトラップは、

餌が不要で、先端に設置した幾重にもなったワイヤーの輪の上部に設置した水中

灯の明かりを目がけて突進してきたメカジキをワイヤーで絡めとる漁法である。

この漁法により、持、獲量が安定したビンナガと魚価が安定したメカジキを同時に

漁獲することができる。

ウ メカトラップ延縄の有効性

平成26年9月に、メカトラップの枝縄の長さに応じた実用性の確認を行ったと

ころ、枝縄 200mでは隣接のビンナガ用枝縄とのもつれや、揚縄に長時間を要す

るなどの不具合が確認され、メカトラップの枝縄の長さは lOOm以下が適すると

判断された。

次に、平成27年1月、北緯28度、東経135度の海域において、メカトラップ

延縄漁具の釣獲率調査を実施した。その結果、 3.8%の釣獲率となり、メカジキが

索餌回避する最適海域ではそれ以上の釣獲率も期待された。また、枝縄の長さが

20mでほとんどの漁獲があったことから、枝縄の最適長は20m（到達水深200～

300m）と判断された。

6 



さらに、釣獲率 3.8%を用いて、キハダの漁関期 (1～2、6、8～10月）におけ

る従前のキハダ神、とメカトラップ延縄持、の漁獲金額を比較すると、従前のキハダ

漁に比べて、約 1,400万円（H25キハダ水揚げ実績比較）もメカトラップ延縄漁

業による漁獲が上回る試算となるなど、メカトラップ延縄の有効性が確認された。

②操業海域の選定と操業に適した改革型漁船の導入

ア操業海域の選定

現行の 15トン以上階層は、北緯 IO度、東経 170度までの広範囲な海域で操業

しており、この階層の操業海域及びメカジキが索鐸回避する海域等を考慮して、

メカトラップ延縄漁業の漁場を選定する。

このため、操業海域は、キハダ神、が従前海域（南西海域）、メカトラップ延縄が

北緯20～25度以北・東経 130～140度以西（本州西海域）及び北緯25～30度以

北・東経 140～150度以西（本州中・東海域）とする。

また、新たな操業海域では、これまでの操業海域に比べ、厳しい海況条件及び

長期航海に対応する必要があり、この場合、特に、船の長さ、燃油タンクの大き

さが重要であることから、同海域で操業する現行の 15トン以上階層を参考に、船

の登録長さ 15m以上、燃油タンク容量20keを条件とし、かつ、これらの条件下
でも安定性を確保するとともに、省エネ、漁獲物の最適な管理等を可能とする 14

トン型改革型漁船を導入する。

イ 治岸持、船との漁場競合の回避

月

現在 IO～14トン船16隻が南西海域で操業しており、平成25年には年間約743

トンを水揚げしている。本改革計画がモデル船となった場合、 15トン船はより広

い海域で操業することが可能となるので、南西海域は沿岸漁船を中心とした操業

が可能となり、これら沿岸漁船の安定した漁獲につながるものと考える。

月別操業ノそターン（図4)

対象漁法（魚種） 操業海域

1～2月 メカトラップ延縄 本弁l西海域

（ビンナガ、メカジキ） （北緯20～25度、東経 130～140度）主体

3～5月 キハタ。延縄（キハダ） 南西海域（従来海域）

6月 メカトラップ延縄 本州西海域（同20～25度、 130～140度）、

（ビンナガ、メカジキ） 本州中・東海域（同25～30度、 140～150度）

7月 キハダ延縄（キハダ） 南西海域（従来海域）

8～10月 メカトラップ延縄 本州中・東海域

（メカジキ、ビンナガ） （問 25～30度、 140～150度）主体
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11～121キハダ延縄（キハダ）
月

③神獲物の高鮮度化

南西海域（従来海域）

安定した魚、価を確保するためには、漁獲物の高品質化が求められている。

このため、従前どおりに漁獲物の船上引き上げ時に電気ショッカーを用いること

に加え、品質劣化の原因となるシミ・身焼け・血栓の発生を防止するために活き揚

がりの漁獲物に神経抜き等の高鮮度処理を施すとともに、魚槽に貯蔵する際には、

魚槽内海水に窒素ナノバブル水を混入させ、海水から食品の腐敗を招く溶存酸素を

締め出し、品質向上を図る。

また、魚槽での漁獲物の保存中の魚体温の上昇を冷却装置の最小限の稼働で、効率

的に抑制するため、魚槽外板の厚みを増し、魚槽の防熱効果を高めるものとする。

④操業経費の増加抑制

ア 消費燃油量の抑制

定周波発電装置の設置、低抵抗性塗料の使用及び、潮流計の設置による省エネ

航行に努め、棟、場の広域化による消費燃油量の増加の中でも、 15～19トン階層に

比べて消費燃油量を抑制する。

イ 人件費の抑制

新たな操業方法に際しても、現行の 5人体制を維持することにより人件費の増

加を抑制する。

ウ餌料代の抑制

キハ夕、、延縄漁業は、高単価な活餌を使用していたが、年間の半分をメカトラッ

プ延縄漁業の操業に切り替えることにより、餌使用量の削減や死餌への変更によ

って、操業日数や釣数の増加等に伴う餌料代の増加の中でも、 15～19トン階層に

比べて餌料代を抑制する。

⑤労働環境の改善

ア操業時間の短縮

一般的なビンナガ延縄は、釣針数2,000本、幹縄総延長 lOOkmであり、これら

を使用した操業では長時間の作業となることから、メカトラップ延縄では、ビン

ナガ用の枝縄の聞にメカトラップを計 100本設置するものの、ビンナガ用釣針数

を 1,600本、幹縄総延長を 90kmに縮小することで、投縄、揚縄作業の時間を削

減し、 1日の作業時間の短縮を図る。
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イ 船内居住環境の改善

地デジ・ BSアンテナを導入することで、船員の居住環境の充実を図る。

ウ 船員の安全確保

船員が漁船から転落した場合にその情報を即座に本船に伝え、早急な救助を可

能とするための小型漁船救急支援連絡装置の導入及ひ争全船員へのライフジャケッ

トの着用と連絡装置の子機携帯の徹底を図る。また、船舶自動識別装置（AIS）を

導入することで、 AIS搭載船のお互いの位置を明確にして、衝突防止を図る。

エ メンテナンス性の向上

船内配線の老朽化や配線トラブルは漁船の火災等事故の原因となることから、

これら配線の点検や取り替えが容易となるよう、船内の内貼りを脱却式とするな

どの対策を講じる。

2）流通販売に関する事項

①水揚げ港の適地選択

高鮮度の漁獲物をより早く水揚げし、価格が安定した市場に出荷することで高付

加価値販売につなげる。このため、南西海岐を漁場とするキハダ延縄漁業の操業の

場合は、近距離にある油津市場（宮崎県日南市）を主な水揚げ地とする。

メカトラップ延縄漁業の操業の場合、これまでの漁海況情報から、比較的ビンナ

ガの漁獲量が多い1～2月は本州西海域が主な漁場となることから、棟、場から近距離

でビンナガの価格が安定している紀州勝浦市場を主な水揚げ地とし、また、比較的

メカジキの漁獲量が多い6、8～10月は本州中東海域が主な漁場となることから、漁

場から近距離でメカジキの価格が安定している銚子市場や房総勝浦市場を主な水揚

げ地とする。なお、気仙沼市場の価格動向によってはこれら市場から気仙沼市場に

陸送出荷するなど、漁場から市場までの距離や漁獲組成、市場の価格動向等を考慮

して水揚げ市場の選択を行う。

②地元と連携した漁獲物の高付加価値販売

本県への水揚げの頻度が多いキハダ、の一部は、実証船及び同業船が連携して地元

細島市場に水揚げし、日向市漁協運営の直販・レストラン施設 f海の駅ほそしまJ

が一括購入するとともに、この施設を拠点とした地元でのマグロ販売を強化する。

なお、「海の駅ほそしまJの買い取りは、市場ノレールから、先取り購入となり、こ

の場合、通常価格の 1.1倍での買い取りとなることから、魚価向上にも繋がる。また、

施設での常設販売により、顧客が確保され、販売量の安定が図られる。
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3）地域の活性化に関する事項

①マグロの特産品化

現在は油津市場を主体と して水揚げを行っているが、マグロを専門的に取り扱う

問屋が少ないことから、 魚価が上がらない状況にある。また、問屋が競った水揚げ

物はより高価な取引が期待できる東京等首都圏に運ばれるため、近海まぐろの水揚

げが日本一の本県でありながらも、県民の認知度が低く、県内でのまぐろ消費が伸

びない状況にある。

このため、「海の駅ほそしまjでは、まぐろ水揚げ時に定期的な解体即売イベント

を開催し集客を図るとともに、マグロブロックの販売やマグロ料理の提供等、地元

でのまぐろの消費機会の向上を図ることで、「日向＝まぐろjの認知度アップや特産

品化による地域経済の浮揚に貢献する。
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(3）改革の取組内容

大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に 新たな操業 南西海域の操業では当 A 0新たな漁法（メカトラップ延縄）の導入 操業日数の増加 資料編 P.3

関する 方法の導入 該階層の収益性の向上 と現行のキハダ延縄との組み合わせによ 45日 P.4 

事項 は限界のため、漁場の拡 る周年安定漁獲の実現 （現状 139日→ P.5 

操業海域の 大と、対応できる漁船が B 0拡大漁場の選定 計画 184日） P.6 

選定と操業 必要である。また、広範 北緯20度以北、東経150度以西の海域ま P.7 

に適した改 固な漁場を効果的に利 で漁場を拡大 神護金額の増加 P.8 

革型漁船の 用するためには海域特 0最適漁船の建造 約 1,400万円 P.9 

導入 性に応じた最適漁法の 現行総トン数程度の漁船で、船の登録長 (56,452千円→ P.10 

導入が必要である。 さを現行の約 13mから 15m以上とし、 70,587千円）

燃油タンクは約 i1keから 20ke以上を確
保

漁獲物の高 魚価が低迷している中、 c 0低反発マットの使用と神経抜き 漁獲物の差別化で 資料f覇 P.11 

鮮度化 魚倫ー向上には、漁獲物の 0窒素ナノバブル装置の導入 魚価の向上

高品質化（高鮮度化）が 無i鎗内海水に窒素ナノパプノレ水を混入さ

必要である。 せ海水から食品の腐敗を招く溶存酸素を

締め出す

0魚鎗外板の増厚

魚槽外板の厚みをlOOmmから150mmに

増厚し魚槽内温度の変化を防止
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生産に 操業経費の 経営的観点から、漁場が D 0省エネ型発電機の導入 燃油消費量の抑制 資料編 P.12

関する 増加の抑制 広域イとするこ とで生じ 定周波発電機の導入で補機1基の削減 .AI9ke 

事項 る燃油消費量の過度な 0低燃費型船底塗料・の探用 (15～19トン船

増加の抑制が必要であ 平滑性が高まることによる摩擦抵抗低減 11s ke→計画 156

る。 0デジタノレ潮流計の導入 kの
航行時の潮流に合わせた航行海域の選択

高い収益性を確保する E 0人件費の抑制 人件費の抑制 資料編 P.12

ためには、燃抽代のみな 現行の5人体制を維持 増減なし

らず、操業にかかる様々 0餌料代の抑制 （現状15,654千円→

な経費を可能な限り抑 館を使用しないメカ トラップ延縄の導入 計画15,500千円）

制する必要がある。 と釣針数の削減

館料代の抑制

企1,260千円

(15～19トン船

5,860千円→計画

4,600千円）

労働環境の 従来のピンナガ延縄で F 0操業時間の短縮 操業時間の短縮 資料編 P.13

改善 は、釣針数が多く、長時 ビンナガ針数を削減し操業時間を縮減 ...約2時間 P.14 

聞の作業となることか 0船内居住環境の改善 （現状 20hr→ 

ら、就労時間の軽減が必 地デジ・ BSアンテナの導入 計画18hr) 

要である。また、長期航 0船員の安全確保 船員のストレス帳

海のため、漁船事故（船 漁船救急支援連絡装置の導入及びライフ 減

員転落、衝突、火災等） ジャケット着用と子機携帯の徹底、 AIS
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の発生が懸念され、人 の導入 漁船事故の防止

命、財産を守る観点か 0メンテナンス性の向上

ら、その対策が重要であ 船内配線の見える化により、配線の点検、

る。 取り替えを容易にする

流通・販 水揚げ港の 漁場が沖合となった場 G 0キハダの水揚げ港 安定した水揚げ金 資料編 P.15

売に関 適地選択 合に、回航距離、市場の 南西海域を漁場とするため、距離的な優 額の確保

する事 価格動向が経営コスト 位性を考慮、して、主に油津市場に水揚げ

項 や魚価の大きく影響を 0メカジキ、ビンナガの水揚げ

及ぼすことから、これら ・ビンナガ主体の漁獲組成（主に本州西海

を勘案した市場の選択 域）の場合は紀伊勝浦市場に水揚げ

が必要である。 －メカジキ主体の漁獲組成（主に本什Ic:p • 
東海域）の場合は銚子市場、房州勝浦市

場、気仙沼市場などの市場までの距雌的

優位性を考慮して水揚げ

地元と連携 従来の油津市場のみで H 0地元細島港に水揚げし、漁協直営の海の 魚価1割アップで 資料編 P.16

した漁獲物 は特定の仲買人による 駅「ほそしまJによる先取り 27万円の収益増加

の高付加価 価格決定のために魚価 0海の駅「ほそしまjへの直接販売

値販売 が上がらないことから、 直販ノレートの開拓

地元市場を経由した県 295万円分

内（地域内）への直接販

売等の販路の多様化が

必要である。
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地域の マグロの特 県内消費者への認知度 0海の駅「ほそしまJにおける定期的な解 まぐろ産地として 資料編 P.16

活性化 産品化 が低く消費が低迷して 体却売イベントの開催、レス トランでの の知名度ア ップと

に関す いることから、イベント マグロ料理の提供 日向の特産品化、ま

る事項 等による本県まぐろの ぐろの消費拡大

PRが必要である。
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(4）改革の取組内容と支援措置の活用との関係

①漁業構造改革総合対策事業の活用

取組 事業名 改革の取組内容との関係

記号

もうかる漁業創 改革型漁船による収益性の実証

設支援事業 船名 未定

所有者 未定

総トン数 14トン

②その他関連する支援措置

取組 支援措置・ 改革の取組内容との関係

記号 制度資金名

漁業近代化資金 改革型漁船の建造資金調達

船名 未定

所有者 未定

総トン数 14トン

15 

事業実施者 事業年度

日向市漁協 平成27年度

，、、“’

平成31年度

事業実施者 事業年度

（仮受者）

（未定） 平成27年度



(5）取組のスケジュ←ノレ

①行程表

項目／年度

新たな操業方法の導入

操業海域の選定と操業に適した

改革型漁船の導入

漁獲物の高鮮度化

操業経費の増加抑制

労働環境の改善

水揚げ港の適地選択

地元と連携した漁獲物の高付

加価値販売

マグロの特産品化

2 7 2 8 

輔．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 除

・・圃..晶胸囲輔圃骨－・e・同

輔．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 削除

．．．．．開司..ー・岬唖・岡崎舗副圃

~－－ーーーー

輔．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 跡調．． 削除

※点線は検討・導入期間、実線は実施・普及期問。

②改革取組による波及効果

29 3 0 3 1 

次世代型漁船の建造、新漁法の導入、漁場拡大の取組によって近海まぐろ延縄漁

業（IO～14トン階層）の漁業経営改善が進むとともに、沿岸まぐろ延縄漁船との漁

場棲み分けにより、次世代のまぐろ延縄漁業の持続的発展が期待できる。
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6 漁業経営の展望

近年の小型まぐろ延縄漁業を取り巻く情勢は、漁獲量が減少傾向の中で、燃油価格の

高騰により経営コストが増加し、収益性が低下している傾向にある。

これらの状況を打開するため、本改革計画では漁場の拡大と効果的利用で収益性を高

める新たな経営モデルを構築し、同業船の生き残りの道を確立するものである。

( 1）収益性改善の目標 （単位：千円）

現状（H25)

14トン型

収入 56,452 

①水揚数量 54.lt 

②水鋳金額 56,452 

支出 54,594 

③人件費 15,654 

④燃泊代 9,606 

⑤餌代 4,400 

⑤漁具費 2,272 

⑦修繕費 1,609 

＠その他 3,563 

＠保険料 557 

⑩公租公課 41 

⑪販売経費 3,845 

⑫一般管理費 13,047 

⑮支払利息 。
＠償却前利益 1,858 

償却前利益累計 一

収益率（水場額に

対する率） 3.3% 

＠÷②×100 

ω次世代船建造の見通し
償却前利益

（改革5年平均）

6,045千円
× 

15～19 
1年目

トン型

73,782 70,587 

92.7t 92.9t 

73,782 70,587 

76,745 66,347 

14,274 15,500 

17,157 16,527 

5,860 4,600 

4,891 4,836 

2,649 2,509 

6,711 ら，035

1,851 2,424 

834 550 

5,200 5,619 

16,300 6,847 

1,018 1,900 

・2,963 4,240 

一 4,240 

-4.0% 6.0% 

次世代船建造

までの年数

20年

17 

実証化期間（14トン型）

2年目 3年目 4年目 5年自

70,587 70,587 70,587 70,587 

92‘9t 92.9t 92.9t 92.9t 

70,587 70,587 70,587 70,587 

64,373 65,385 63,441 63,162 

15,500 15,500 15,500 15,500 

16,527 16,527 16,527 16,527 

4,600 4,600 4,600 4,600 

3,336 3,336 3,336 3,336 

2,509 4,009 2,509 2,509 

5,035 5,035 5,035 5,035 

2,104 1,827 1,563 1,541 

396 285 205 148 

5,619 ら，619 5,619 5,619 

6,847 6,847 6,847 6,847 

1,900 1,800 1,700 1,500 

6,214 5,202 7,146 7,425 

10,454 15,656 22,802 30,227 

8.8% 7.4% 10.1% 10.5% 

船価

＞ 1億2千万円



(3）収支試算の根拠

［収入］

（ア）水揚数量

①キハダ合計水揚数量 37,422kg 

キハダ延縄時の水揚数量は、平成24年度、 25年度実績平均値の3、4、5、7、11、

12月の合計から算出した。

②ビンナガ合計水揚数量 34,759kg 

メカトラップ延縄時のビンナガ水揚数量は、 19t船ビンナガ月別釣獲率に針数

1600針、ビンナガ 1尾あたりの重量17kg、月別操業日数を乗じて算出した。（月

別釣獲率、ビンナガ 1尾あたりの重量は宮崎県水産試験場による本県船操業データ

按枠）

③メカジキ合計水揚げ数量 20,735kg 

メカトラップ延縄時のメカジキ水揚数量は、釣獲率3.8%にメカトラップ本数 100

本、メカジキ l尾あたりの重量 59kg、月別操業日数を乗じて算出した。（釣獲率は

日向市漁協試験結果、メカジキ 1尾あたりの重量は宮崎県水産試験場による本県船

操業データ抜粋）

年間計画水揚数量＝①＋②＋③＝92,916kg

（イ）水揚金額

キハダ延縄時の水揚金額は、平成 24年度、 25年度実績平均値の 3、4、5、7、11、

12月の合計から海の駅「ほそしまJでの取扱金額を差し引し、て算出した。

①キハダ、合計水揚金額 35,778千円

メカトラップ延縄時のビンナガ、メカジキの水揚金額は、ビンナガの月別水揚数

量に単価を乗じて算出した。（ビンナガ、メカジキの単価は、 2010～2013年紀伊勝

浦、房什｜勝浦、銚子、気仙沼4市場の月別平均単価参照）

②ビンナガ合計水揚金額 13,809千円

③メカジキ合計水揚金額 18,048千円

海の駅 fほそしまJのキハダの取扱金額は、月別取扱数量にキハダの年間平均単

価及び先取り価格の1劃増を乗じて算出した。（年間平均単価は2013年、 2014年の

キハダ平均単価参照）

④海の駅「ほそしまj合計取扱金額 2,952千円

年間計画水揚金額＝①＋②十③＋④＝70,587千円
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｛支出］

（ア）人件費（日本人漁船員・外国人船員）

日本人船員3名、外国人実習生2名の年間支給額の合計として算出した。

・日本人船員は、 3名乗船として、 12,000千円とした

（内訳） 船長5,000千円、船員3,500千円／人×2名で算出

・外国人船員は、 2名乗船として算出した

1,750千円／人・年（実習2、3年生）×2名＝3,500千円

計 12,000千円十3,500千円＝15,500千円

（イ）燃油代

省燃油機器の導入、低燃費型船底塗料による削減効果を加味した燃油消費量に平成

26年の日向市漁協積み込み燃油単価の平均値（106円／Q,）を乗じて算出した。

①キハダ延縄時消費燃油量・・・・・・69,222.17!),

②メカトラップ延縄時消費燃油量・・・86,695.68息

年間消費燃油量＝①＋②＝155,917.85Q 

年間燃油代＝155,917.85Q×106円／Q,=16,527千円

（ウ）餌代

キハダ延縄の釣針数は 1,200本、メカトラップ延縄の釣針数は 1,600本、ともに92

日間の操業で餌代を算出した。また、活餌については400尾あたり 11千円、死餌につ

いては400尾あたり 5千円で試算した。

①キハダ延縄時・・・・・・ 2,760千円

②メカトラップ延縄時・・・ 1,840千円

年間餌代＝①÷②＝4,600千円

（エ）漁具

漁具費の1年目はメカトラップ延縄漁具を新規購入するために経費が増加。 2年目

以降は各漁具の耐久性等を考慮、して、その買い換え経費を加算して算出した。

• 1年目 1,136千円

（平成25年キハダ延縄漁具費：2,272千円）×6/12（同漁業操業月）

+700千円（メカトラップ漁具費2千円×100本＋テグス等費）

+3,000千円（ビンナガ延縄漁具費）

=4,836千円

. 2年目以降 1,136千円（キハダ延縄棟、具費： 1年目と同じ）

+700千円（メカトラップ漁具・テグス等費： 1年目と同じ）
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（オ）修繕費

+1,500千円 （ビンナガ延縄漁具費 ：1年目×112)

=3,336千円

修繕費は、消耗品等の修繕と長期航海に対応した機器等部品交換代を加えて試算し

た。また、 3年目は中間検査費用及び定期検査の負担軽減を考慮し、中間年での一定の

機器等の補修 ・交換等を加算して算出した。

. 3年目除く年次 1,609千円（年間修繕費： 平成25年実績）

+900千円（長期航海対応の機器等部品交換代等）

=2,509千円

. 3年目 2,509千円（上述の費用）

+l,500千円（中間検査等経費）

=4,009千円

（カ）その他（食糧費、氷代、水道光熱費、福利厚生、旅費交通費等）

平成25年実績に操業日数の増加分を加算して算出した。

・食糧費 1,502千円

(226千円／名（平成25年実績）×5名×184日／138.5日（操業日数））

・その他 3,533千円

(2,659千円（平成25年実績） ×184日1138.5日（操業日数））

合計 5,035千円

（キ）保険料

建造費 1.2億円に係る漁船保険代及び漁獲共済掛け金を加算した。

・漁鮎喉険代 1年目（2,012千円）、 2年目（1,728千円）、 3年目（l,470千円）

4年目（1,224千円）、 5年目（1,219千円）

－漁獲共済 1年目（412千円）、 2年目 （376千円）、 3年目（357千円）、

4年目 （339千円）、 5年目（322千円）

（ク）公租公課

日向市固定資産税（1.6%）から、船価 1.2億円で算出した。

（ケ）販売経費

キハダ漁、メカジキ ・ビンナガ漁時の操業海域ごとの水揚げ金額に市場手数料、日

向市漁協地区外水揚げ手数料を乗じて算出した。

－細島水揚げ （キハダ；直販分）

20 



2,952千円×7%（市場手数料） =207千円

・油津水揚げ（キハダ漁）

35,778千円×5%（市場手数料） +35,778千円×3%（漁協地区外手数料）

=2,863千円

－県外水揚げ（メカジキ等）

計

（コ）一般管理費

31,857千円×5%十31,857千円×3%=2,549千円

207千円＋2,863千円＋2,549千円＝5,619千円

平成25年実績を基に、新経営体制下での役員の減による当該役員報酬を減じて算出

した。

（主な一般管理費の内訳）

役員報酬（3,000千円）、法定福利費 (1,678千円）、減価償却費（238千円）

顧問料（632千円）、接待交際費（673千円）その他（626千円）

合計 6,847千円

（サ）支払利息

新船建造に伴う借入金120,000千円、イ賞選年数15年、利率 1%、協会補償0.5%から

算出した。
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｛参考｝現行と改革後の主な相違点

15トン～19トン船が操業する海域で操業し15トン～19トン船同等の水揚げを確保す

る。更に、経費においては、現状の 15～19トン船と比較し、乗組員の縮小、燃油代の削

減、餌代の削減を図り収益性を高める。

項 目 現 4’τ － 改革型漁船

総トン数 14トン 15～19トン 14トン

船価 6,400万円 1.5億円程度 1.2 vを円

操業海域 南西海域 南西海域 南西海域

本州西中東海峡 本州西中東海域

航海数 28.5航海 12航海程度 22航海

操業日数 138.5日 190日程度 184日

漁獲量 54,063 kg 92,669 kg 92,916kg 

平均単価 1044円/kg 796円/kg 760円/kg

生 産 漁獲金額 56,452千円 73,782千円 70,587千円

乗組員数 5名 6名程度 5名

日本人3名 日本人3名程度 日本人3名

外国人2名 外国人3名程度 外国人2名

燃油消費量 84,067Q. 175,379Q. 155,918Q. 

創使用額 4,400千円 5,860千円 4,600千円

収益率 3.3% -4.0% 8.6% 

（水揚額に ※5カ年平均

対する率）

船員転手喜 一 小型漁船救急支援連絡装

対策 置.A1Sの導入

就労環境 漁船事故 船内の内張りの脱却式化

－安全性 防止対策

操業時間の 20時間／日 20時間／日 18時間／日

削減 (2時間減）

水揚地 泊津、細島、沖縄 泊津、細島 油津、細島

紀伊勝浦、房州勝浦 紀伊勝浦、房付｜勝浦

流 通 銚子、塩釜 銚子、気仙沼

産後販売 一 2,952千円
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（参考）改革計画の作成に係る地域プロジェクト活動状況

実施時期 協議会・部会 活動内容・成果 備考

平成27年5月初日 ・近海かつお・まぐろ －改革計画の内容等について協議

地域協議会、日向地

区部会（第1回）

平成27年8月24日 ・近海かつお・まぐろ －改革計画の内容等について協議

地域協議会、日向地 －改革計画が承認された場合は事

区部会（第2回） 業実施者を「目前］市漁業協同組合J

とする事が承認された。

平成27年9Jj 14日 ・近海かつお・まぐろ －改革計画の内容等について協議

地域協議会、日向地

区部会（第3回）
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資料2一②

近海かつお・まぐろ地域フロジェクト改革計画書

〈日向地区部会：近海まぐろ延縄漁業）

【改革型漁船】

資料編
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資料1近海まぐろ延縄漁業（10～14トン階層〉の現状と課題
＜収入の減少＞

日向市漁協10～14トン階層船（5隻平均）の水揚推移
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1% 

漁協水揚げ伝票より保険料

水揚げの伸び悩みの一方で、燃油価格の高騰など
の支出増大で、経営が厳しさを噂している状況

日向市漁協10～14トン階層船の船齢

脈ヨ•I調E調理
仁斗

4 25% 

購買未収金額（日向市漁協10～14トン階層船｝

100,000 

．
 

1% 

． 
千円 平成22年平成23年平成24年平成25年平成26年

・未収金額（千円）

＜支出の増大＞

10～14トン階層の経営コストの科目別割合
（平成25年標本船）
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7% A重油価格（税抜）の推移
県漁連A重油データより
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日向市漁協調べ

燃油価格が高騰し、経費が大きく拡大
※年間消費燃油量84k'1（標本船）！
H16:@39円；e(328万円／年）中 562万円増
H26:@106円／記（890万円／年）

一層の生産性の低下と負債の増大で倒産が相次ぐ可能性 1 



狭院な漁場で130隻
ほどの漁船が操業 操業海域

小型船優先の漁場選択

ζフ

漁場JI頃番待ちとその際の非操業
;・ 

狭i溢かつルール等の制約による漁場利用 ルールに縛られず、選択性のある
自由広範囲な漁場利用

操業日数
139日程度／年

51日分の操業機会を逸している
（＝水揚げ量に大きく影響）

ど う
操業回数

190日程度／年

現行の操業海域は操業回数の制約を受け、また、漁場の選択性が乏しい
操業を強いられるため、水揚げを維持・拡大することは困難

〈今南西海域を主体とする操業形態の根本的課題）
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資料2 新たな操業方法の導入
＜メカトラップ延縄の導入＞
15トン以上階層の海域別の主たる漁獲対象魚種

キハダ主体の漁業（＝キハダ延縄）
釣針数1,000～1,200本で、活舗を使用。比較的沿岸寄りに漁場が形成。浅縄（水深som程度）

40• N 

30・N

20・H

ビンナガ主体の漁業
〈＝ビンナガ延縄）

魚価が安いため、大量漁獲を目指して、釣
針数2,000本（幹縄延長約100km）使用。比
較的沖合側に漁場が形成。
深縄（水深200m程度）

1400 

1200 

1000 

800 

600 

400 

メカジキ市場別平均単価（2010～2013年）

・・F 200 lー＋ー紀伊勝滞 ー・ー房州勝浦 ー・ー銚子 ー尚ー気仙沼

•• ..,,, 0 

メカジキが混獲 ・ 円／同ヘ令状，？＞~ ~~ 0~ <o~ ~~ q,~ ＜＞.＞~、ヘ♂ヘヘ令ィグ、
10• N 

メカジキの資源状況
中西部太平洋のメカジキの資
源状況は、高位安定（WCPFC）。

＝メカジキを漁獲主体とする
漁業として成立する可能性大

※メカジキは安定した価格で取引される

メカジキ主体の漁業の存在 』
メカジキが索餌回避する水深帯 11' 

を狙って、沖縄、小笠原ではメカジ l
キを漁獲主体とする立て縄漁業が
行われている。

メカジキ漁獲の漁海況条件
-1.k温10～15度が最適ー

周年を通じて、北緯25度以南の水深200m以深、東経140度以東では
北緯25度以北でも、水深200m以深でメカジキが索飼回遊。

＝メカジキの最適漁場

（一社）漁業情報サービスセンター調査より

•Wしかし、現在のビンナガ延縄によるメカジ
キ漁獲では漁獲量のアップが期待できなb、
L釣獲率：平均0.c06%今1航海で1本程i度）
圃l一方、メカジキ主体に当該海域T操業する4
場合、遠距離にあることから、メカジキ漁lが
不漁の場合iこ経営的影響が大きい

イ＼／』？

このため、メカジキを主体とする漁具とビンナガ
を主体vとする漁具を組み合わせたe新たな漁業
による‘操業を実施

＝メカ，トラヮプ延縄漁業 3 



最深

200～3001 

メカトラップ延縄漁具

900m、釣数日本
入

＼ 

メカジキトラップ ぺ二 加1

※全長約90km

24m 

、
ビンナガ用釣針

水中灯→

テグス
（釣数1600本、トラッフ数100個）
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G
 

nu 
au
、
径直

メカトラップ漁具

釣獲時の様子

水中での様子

※メカジキが水中灯に突っ込み、
エラ部分が輪になっているワイ
ヤーに絡まり、漁獲（餌不要）
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＜漁業の組み合わせによる効率的操業＞
キハダ延縄漁業の月別漁獲状況（H24) 単位：kg

魚種 ｜ 1月 I 2月 ｜ 3月 l 4月 ｜ 5月 ｜ 6月 ｜ 7月 I 8月 ｜ 9月 I 10月 I 11月 I 12月 ｜合計
キハダ ｜ ss4 I 992 I 2.401 I 3.sa3 I 5.soo I 1.033 I 6,022 l 1.336 I o l o I 4,031 I 3.559 I 29.347 

1、2、6、8、9、10月にキハダの漁獲量が大幅に減少する傾向 漁協水揚げ伝票より

~ァ
このキハダの漁獲量が大幅に減少する月に、漁獲対象魚種をメカジキ・ビンナガに変更（メ力トラップ延縄漁業の操業）

月別の漁業組み合わせ

1月 112月

政革前

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

航海数
現行 2航海 3航海 3航海 3.5航海 2航海 4航海 3.5航海 1航海 0.5航海 1.5航海 2.5航海 2航海 28.5航海
改革後 1航海 1航海 3航海 3航海 2航海 1航海 3航海 1航海 1航海 1航海 3航海 2航海 22航海

操業回数
現行 9日 13日 14.5日 16日 14.5日 13日 17日 5日 3日 8.5日 11.5日 13.5日 138.5日
改革後 18日 18日 16日 16日 15日 18日 16日 8日 14日 16日 15日 14日 184日

※メカトラップ延縄操業月の1ヶ月の航海日数の考え方 巴向市漁協調べ

－航海等日数：往復6昼夜、適水1目、操業回数18目、水揚げ1白、整備・休養48
・8月は整備や台風の影響等を考慮し、操業回数を8日とした
・9、10月は台患の影響等を考慮し、本県船15トン～18トン階層の平均操業回数と同等程度の操業回数である14日、 16日とした

※キハダ延縄操業月の航海数、操業日数については、実績を参考とした

｜改革後φ操業回数は184日となり、改革前に比べ、45日程度増加｜
6 



＜メカトラップ延縄漁業の有効性＞
メカトラップ延縄によるメカジキの釣獲率

H27.1.9 1.10 1.11 1.12 1.13 

綾縄長さ 投縄本数 釣獲尾数 投縄本数 釣獲尾数 投縄本数 釣捜尾数 投縄本数 釣獲尾数 投縄本数 釣獲尾数

20m 10 10 10 。 10 10 

50m 10 。 10 。 10 10 。 10 。
100m 10 。 10 。 10 。 10 。 10 。
合計 30 30 30 30 30 

釣獲率 3.33覧 3.33% 3.33% 3.33% 3.33% 

1.14 1.16 t.17 1.18 1.19 

検縄長さ 投縄本数 釣獲尾数 投縄本数 釣護尾数 投縄本数 釣獲尾数 投縄本数 釣獲尾数 投縄本数 釣獲尾数

20m 7 7 7 。 10 2 10 

50m 7 。 7 。 7 。 10 。 10 。
100m 7 。 7 。 7 。 5 。 5 。
合計 21 21 21 。 25 2 25 

釣獲率 4.76% 4.76% 0.00% 8.00% 4.00% 

日向市漁協による試験結果より

・メカトラップの枝縄を200mとすると、揚縄に長時間を要することや他の枝縄に
絡まるため、 lOOm以下が望ましいことを確認（H26.9日向市漁協試験結果）
圃現有船で到達可能な海域（N28～29° 、E131～132。）にて、計10回の操業を
行った結果、枝縄lOOm以下のトラップの平均釣獲率は3.8%
(10尾／263本）であることを確認

。枝縄の長さ 漁獲対象とする枝縄長さ20mを使用
。釣獲率：操業試験の結果、釣獲率3.8%

メカトラップ延縄導入月における現行（H24年、 H25年標本船平均）と改革後の漁獲金額比較-I 
キハダ漁獲金額 。 6,589 7‘765 6,78 5,13 。 。 ol 5 023 

改革後 メカジキ滋護金額 3,635 4,05 。 。 3,607 1,36S 2,467 2,917 。
ビンナガ漁撞金額 2864 313 。 。 1,517 840 1,438 4,016 。 叫13,809

富十 ② 吉司「守，7吋臥78 5,124 5.13 2,205 3,905 6,933 5,023 
漁穫金額差異 ②一① 4,894 90 。 。 2,510 286 2542 6,771 。

メカトラップ延縄の経営的な有効性を確認
7 



資料3 操業海域の選定と操業に適した改革型漁船の導入
＜操業海域の選定＞

1.~トン以上階層の操業海域
12。.t o担・E ，岨・E 1'50・E t師・z

io・M

メカジキ漁場成立の可能性

｜ メカジキ漁場（冬場） ｜ 叫・健

°＂＇町制同 τ相官p・t・M開制品n201‘ 
．．，． 

間
田..

" 

，． 

IG・薫

従来の10～14トン階層の操業海域
※その以遠は15～19トン船の操業海域

lU・己
iwe "" 1・・a I開き , ..隻

｜ ムカジキ漁場L周年） ｜ 
。醐y•OOmTom帥，11uro・01 Au。；拍H

SON 

拍

〆 NlQ～~s。

E130申 1.50。

11 
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気象庁HPの水温データ

操業海域：北緯20° 以北、東経150° 以西の範囲 8 



＜改革型漁船の導入＞

操業海域を拡大する。そのために必要な漁船を導入

〈ごレ
想定する漁場（北緯20° 以北、東経150° 以西）で
安全に操業できる漁船を導入

＋｜経営体力の面から、現行の経営体制
｜（船員数5名、総トン数15トン未満〉で

〈ごレ
現在当該海域で操業している15～18トン階層の仕織を参考
※特に、重要な項目は
①うねりに飲み込まれないための船体の長さ
②長期航海に耐えられる燃油ストック（燃油タンク）が重要
※①、②の仕様で船体の安定性を保つ幅、深さが必要

ζ~ 
日向市漁協まぐろ延縄漁船の登録長、燃油タンク容量の平均

10～14トン階層船 15～18トン階層船 参考（19トン型船）
16隻平絹 6隻平均 9隻平均

登録長 13.16m 14.9m 17.4m 

燃油タンク 14kU 2okU 30kU 

の操業が可能な海域に限定

改革型漁船で必要となる仕様

総トン数 14トン（現状）

登録長 15m程度

登録幅

登録深さ
紛の安定を確保する幅、深さ

燃油タンク 2oke以上

9 



改革型近海まぐろ延縄漁船仕様

※赤字は本県他地区の計画において
導入されている機器類

ベッドスペース
・定員フ名中乗船5名で快適な居住スペースを確保

・地ヂジ・BSアンテナの導入

操舵室
・デジタル潮流計の導入

・漁船救急支媛連絡装誌およびAISの導入

”船内の内張の脱却式化

ボイドスペース

・船体安定のためのポイドスペースを設量

燃油タンク
魚錨魚舗数：7鱒 容量：2sm
－窒素ナノバブル装置の導入

主機、発電機

・低燃費主機搭載

・楠機2基ー子補椴1基＋定周波発電機1基

・長期航海可能な燃油タンク 24.5m 
・魚槽肉の温度変化を防止するための魚槽外板の増厚100mm→150mm

既存船と改革船の比較表
既存船 改革型漁船 備考

総トン数 14トン 14トン

登録長 13. 24m 15.35m +2. 11 m 

登録幅 3. 47m 
ペZ

4. 16m +o. 69 m 

登録深さ 1. 92m 1. 85m ム0.07m 
乗組員数 5名（日本人3人、外国人2名） 5名（日本人3名、外国人2人）

航海速力 8ノット 9ノット +1ノット

燃油タンク 17rr' 24. Sm  十7.Sm 

魚縫数 8 7 ム1鎗
魚鎗容積 23rrl 2sm +zm 

主機関馬力数 537kw 540kw +3kw 

発電機 補機2基 補機1基＋定周波発電機1基

10 



資料4 漁獲物の高鮮度化

平成25年11月認定近海かつお・まぐろ（日南・南郷地区）地域プロジェクト政革計画書より

I u-＠低反発マットで神経・エラ些 ｝ 
「φ治事句！こ量百ショザ〕

｜ゆ
．．．．． 

－電気ショックを与え仮死状態にする．（シミ・
身焼け対策｝

－低反発マットで血栓の発生を肪ぎ、神経・エラ
抜きにて鮮度保持

ゆ 漁獲物の鮮度を維持
一一ぅ

m魚槽の防熱効果を高めることで、漁獲物
の魚体温の上昇を抑える。

l「一 ⑤ナノ3正義海水での保管 JI 
Nanox刷、制噛 ... ...，凶瑚‘
念J・~~” システ.!VOー田

仁
川
岸

二

・む
ケ
…

二

町古
川

τω
ーぷ…

一下

14寸
…

欄
静
岡
田

昌
7

・食品の旗敗を招く溶存酸素を締め出し品質向
上。

合
［ 片品海水での鮒で保管した漁酬 ］ 

漁撞から23日経
過したメパチマグ
ロの切り身

資軍司自量m：・株式会社ナノクス
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資料5 操業経費の増加の抑制
＜人件費の抑制＞

・改革後も現行の5人体制を維持する
ことで、現状程度の人件費に抑制。

＜燃油代の抑制＞
‘ ・航海距離、操業日数の増加で、

－ 燃油消費量は、現行に比べて増加。
ただし、省ヱネで可能な限り増加を

本改革は収支構造の転換
漁場の広域化、操業日数の増加に
より、収入・支出ともに増加

く収支＞

盟劃ι
0省エネ型発電機（定周波発電
機装置）の導入総・・A.2.2e/h

0低燃費型船底塗料の採用

， 現行 1. ....... 1 改革 L .... 1 1sトン以上 ・・‘A.1.5%／年

※平成25年11月認定近海かつお・まぐろ（日南・
南郷土也区）地域プロジェクト改革計画書より

＜餌料代の抑制〉
圃メカトラップは餌が不要。

10～14トン l、1 14トン l、I 階層

現行に比べ収支は増加するが、経費
抑制l対策により現行15トン以上階層
に比べて、高い収益性を確保

0省エネ運航（デジタル潮流計）
の導入

。漁場の制限（15トン以上階層に

比べて、漁場を縮小）

燃油使用量

ビンナガ漁では、死餌（イワシ

等）を使用することで、キハダ

漁で使用する高単価の活餌の
使用量を削減。

餌料代 Diii盟理｜ －翠置

56,452 

54,594 

1,858 

66,347 

84ki 

・2,963

17Skt 

※1 :H25年実績。日向市漁協
船平均

※2：改革1年目
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資料6 労働環境の改善

＜過度な労働の抑制＞

労働時聞を増加させない釣数
まぐろ延縄船の操業は操業開始から終了までに約20時間を要するが、メカトラップ延縄漁業では、2,000本の
枝縄設置が可能なところ、導入に際して300本少ない1,700本（ビンナガ1,600本＋メカトラップ100本）に変更するこ
とにより、操業時聞が短縮され、労働環境が改善される。

圃メカトラップ延縄の枝縄数を2,000本とした場合（従来のビンナガ延縄の規模〉

。漂泊・潮上り ｜ （約2.5時間） ｜ 
※船員休憩兼ねる ｜

10:00～12:30 I 

。
投縄・揚縄作業の時間短縮に ミ

より、2時間の操業時間削減 ： ： 
＝就労環境改善 I 

・メカトラップ延縄の枝縄数を1,700本に抑制する場合（今回の取組）；

。漂泊潮上り（約2.5時間）
※船員休憩兼ねる
。

1日
20時間の
操業

1日

18時間の
操業

13 



＜船員転落時の早急な救助を可能とする救助システムの導入＞

［ 小型漁船救急支援連絡装置の導入により、乗組員の転落等の危機に備える。 ） 

14 
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『／料資

＜主な水揚げ市場＞

・キハダ→｜油津市場 Ior I細島市場｜

｜ 銚子市場 ｜ 

1月 ］「 305 Jl 357 332 

斗主基 301 
it 
al] 357 

品田司R

?B 
『， ir 326 JL 38{) 372 

4月
r ir 382 

－，「
305 357 

3昼夜 5月 11 312 222 II 256 

v;＼：子
1ム 6月 370 219 

l’ 237 三司一 二二~l「［ て447 II 204 243 
ζコ

SJ3 J：寸亡r- ] 271 263 

9月 936 460 395 
10月 r ][_ lL 723 596 597 

L 11月 JL一 527 460 ll - 421 
ビンナガ・メカジキ 12月 1f J[ . ~·唱Fl..._ 378 345 291 

年閉I~均 440 350 343 

〈二エ7

※紀伊勝浦〉房州勝浦〉銚子の傾向
（一社）漁業情報サービスセンター調査より

漁場が近く、かつ、価格の安定した市場に出荷 15 



資料8 地元と連携した漁獲物の高付加価値販売とマグロの特産品化

改革前

県内単一市場の流
通に依存した販路

日南市油津市場

（仲買人）

（ 県外の消費者 ） 

圃特定の仲買人による価格決定

のため、価格が上がらない

・県民に本県がまぐろの主要
産地であるとしヴ認識が欠知

・まぐろの消費が増えずに価格

が上がらない

． 
－ 

改革後

県内外を問わず、出荷市場の選択はもとより、流通経路の多様化により、県内
消費者の購買意欲を喚起し、魚価向上と消費拡大を図る

（ 水揚げ ） 
ビンナガ ｜ 
メカジキ ↓ ↓ キハダ ↓ 
県外市場 ｜ ｜ 油津市場 ｜ ｜ ｜ 

｜ ｜ ｜ ｜ 細島市場（地元） ｜ 
（仲買人） ｜ ｜ （仲買人） ｜ ｜ ｜ 

↓一高札値一しで
買い取り）

；日間協直販所山ランヤ駅伝号しまJJ 

． 
．直販所常設販売

．レストランまぐろ料理等

［ 県外の消費者 ） 

・細島シンパの獲得t
I .細島の特産品化
I .まぐろの消費拡大 J 

（ 県内・地域の消費者 ぷ ） 
本地域への来訪者の増加・知名度
向上で、地域活性化の一助となる。 16 



資料9 年間航海別水揚計画

く計画＞ （計画の水揚げ数量：旬、単価：円／kg、金額：円）

軍九苦亀数 1航海 2航海 3航海 4航海 S航海 S銑青E T鉱習E S航海 9A定理事 10航海 11航海 12航海 13航海 14航海 15航海 16航海

水揚日 1~31 巴 3月1日 3月12B 3月22日 4月2日 4月12日 4月22日 5月38 5Jl15目 5!'!28日 S月2.6日 7月7日 7Fl17日 7月28臼 8Fl18日 10月6日
主な水錫港 勝浦 勝浦 1歯津 油員t 滴津 泊員事 油2量 油津 泊2撃 ill!湾 勝j務 漁；象 Jltll* 鴻主幹 郷智勝持者 司自智勝浦

出F襲・入港日 215 I a11 帥 I'3/12 ~I刊 Jam 桝 I•m 4/1・I•1担 •12e I 5/3 5/7 I S/15 Sil 1 S/?8 l/1 1 1n 1111 I u11 1121 I ma 811 l 8/18 •ns I 101・
航海日数（自） 25 is 6 6 ., 6 6 7 8 9 25 6 6 7 15 21 
操業日数｛目） 18 18 5 5 6 5 5 6 7 8 18 5 5 6 8 14 

教室 0.0 0.0 1,991.2 1.991.2 1.991.2 2.308.8 2,308.8 2.308.8 4,003.6 4,003.6 0.0 2,249.2 2.249.2 2,249.2 0.0 。。
キハダ 単価 。 。 1,103 1.103 1,103 1.121 1.121 1.12.1 847 s‘？ 。 761 761 761 。 。

金書量 。 。2,196,180 2.196.180 2,196,180 2,586,464 2,588.464 2.588,464 3.392,579 3,3事2,579 。1,710,850 1.710,850 1.710、850 。 。
7.1< 数受 B.85l.2 9,135.9 。。 。。 0.0 0.0 0.0 0.0 。。 0.0 5.517.8 。。 0.0 0.0 2.276.l 2,894.1 

ビンナガ 単価 331 343 。 。 。 。 。 。 。 。 275 。 。 。 369 497. 

金銭 2,863,547 3,133,614 。 。 。 。 。 。 。 。1.517.395 。 。 。839.881 1,438,368 
場 S世愛 4.056.8 4,058.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。。 。。 。。 4,056.8 0.0 0.0 。。 1.803.0 3,155.3 

メカジキ 単価 896 1,000 。 。 。 。 。 。 。 。 889 。 。 。 757 782 

金縁 3.634.893 4,056,800 。 。 。 。 。 。 。 。3,606,495 。 。 。1.364.871 Z、467.44S
If 量覧会 12,708.0 13, 192.7 1,991.2 1,991.Z 1,991.2 2.308.8 2,308.8 2,308.8 4.003.6 4,003.6 9,574.8 2,2.‘9.2. 2,249.2 2,249.2 4,079.1 6,049.4 
合計 単価 511 545 1,103 1,103 1,103 1,121 1,121 l.121 847 947 535 761 761 761 540 646 

金重量 6,498,440 7,190,414 2.196,180 2.196.180 2.196.180 2.586.464 2.,588,464 2.588,464 3,392,579 3,392,579 5.123.890 l.710.850 1.710,850 1,710.850 2,204目752 3.905.812 

主な録集海餓 ＊剣芭・3置濁塙 本欄麗＠皇軍事喧 南西海域 南西海型車 南西海峡 蔵官E海駐車 F柄R!i海域 南西海滋 衛官童書基盤車 南西海嫌 *Ill司§＇！＇軍 i1¥埴 筋商海ii 商西海減 同町il!i湯量量 本州置＠軍車場 調ド剛司ゆ軍海域

く計画合計＞
メカトラップ延縄合計 キハダ慈織会Z十 総合針

く現行：H25実績＞
17航海 18航海 19航海 20航海 21航潟 22航海 6航海 16航海 22航海 航海数 28.5航海

11月3日 111¥14日 1l月24日 12.~48 12月16臼 12.1'128臼 ー ー 水事島田 一
源管機鴻 )lfjjl聖 治;lit 油2章 鴻草草 鴻津 勝i務・郷智紛：省 治i孝 勝浦・那智勝浦・泊漆 主な＊楊港 滴津

10111 I 1113 11/8 J 11/H 11川い111• 111u I 121• 121s I 1u時 山間｜’212s ー 一 出港・入港日 一
23 6 6 6 8 s 1348 1088 242臼 航海白書量｛日） 221.58 

18 5 5 5 1 7 92白 928 1848 自車業日署長｛日） 138.5臼

0.0 2.476.3 2.,476.3 1.604.8 1.604.8 1.604.8 0.0 37.422(2.160)kg 37,422kg 数畳 54063kg 。 1.014 1.014 1.489 1.489 1,489 0 1,028 (1.244）円／kg , .o28円／kg キハダ 単自画 1044円／kl?。2,511目533 2,511,533 2.389,704 2.389,704 2.389,704 0 38,730(2.,952.）千円 38.464千円 金額 56,452千円

6,284.3 。。 0.0 0.0 0.0 0.0 34,7591<& 0.0 34.759kv. ))<. 数回 一
639 。 。 。 。 。 397円／kg 。 397円／kg ビンナガ 単lli 一

4,015,868 。 。 。 。 。 13,808千同 。 13.808平円 金額

3.806.1 0.0 0.0 。。 。。 。。 20."135ka 。。 20.735kg 揚 鍍昆

809 。 。 。 。 0 870向／kg 。 870阿／kl! メカジキ 単価 一
2.917.335 。 。 。 。 。 18,048千円 。 18048子円 金曹量 一
9.890.4 2.476.3 2,476.3 1.604.8 1.604.8 1,604.8 55,494k眉 37.422(2.160)kg 92,91 Skg げ

1!1l‘ 54063kg 
701 1,014 1,014 1,489 1,489 1,489 574円／kg 1 ,02.8 ( 1,l44）円／kg 760阿／kg 合計 単価 1044R/kg 

8,933,003 2.511.533 2,51 Ui33 2.389.704 2.,389,704 2,389,704 31,856千円 38,730(2，宮52）平円 70587平円 金書面 56,452平円

串輔114'車揚蝿 衛官苦海員章 南西海歯車 南西海綬 ifi茜海需主 宮間西海機 本州置中東海檎 南西海滋 本州琵中東海域・南西海綾 主な録業海綾 明百l§'海主義

※（）内は海の駅ほそしまの取扱分

17 



日向地域近海まぐろ延縄漁業構造改革の取組概要
資料2一③

〔現況〕
まぐろはえ縄漁業は、日向市地域の基幹漁業。 ※水揚げの7割 （約18億円）
しかし、各階層（10トン未満、 10～14トン、 15トン以上）ともに深刻な経営状況。

〔10～14トン階層の課題〕

＼／ 今回の酬は10～14トン階時 施
→若い漁業者自 らが改革内容を発案
→若い船員が経営を継承し、改革取組を準
備
→ 多くの漁業者がこの取組成果に大きな期

漁場である南西海域は、 130隻が操業する咲磁漁場のため、小型船優先操業等がノレール化
され、本階層は不合理な操業で経営が安定しない。 ＝ 南西海域での経営組み立ての眼界

〔改革の取組〕 ＼／ 
『南西海域から脱却した漁場の広域的かつ合理的利用による漁業経営の改善』

一掃発事事fの易t；；セと新危な滞業ε事λL-lt王子g身長寿Aぎによ夕、ポ造事Jプ塗震を15外ン以ーと勝
彦の／／ベンルまでダ／まよj戸、一才で、 .Jt!±f~~号x/JH1ご却＇f/tl/ L- 、~，＿， iJfX五t~濯復す-3最：迎 ー

jまぐろはえ縄漁業の各階層が同等の ；
、生産力を有しており、 いずれの階層；
（経営体）が欠けても本地域は衰退；
；するという危機感がある。

一…口口
!10～14トン階層の取組効果は同階層 ； 
；に留まらず、他階層にも液及させたいd

〔波及効果〕

10～14トン階層（本踏層）
操業方法、収支構造等が現行とは根
本的に異なる新たな経営モデルが完成
し、 他経営体に波及することで、本階
層全体の経営改善に繋がる。

①新たな操業方法の導入： 現行（キハダ延縄）十新たな漁業（メカトラップ延縄）の組合Jl•• ~15トン以上階層
" - 新たな漁法は、 15トン以上階層へ

②操業海繊の選定と操業に適した改革型漁船の導入 II の
操業海域→従来の南西海域＋ 15 トン以上階層近似（海域の制限あ~.......... 1』‘Ii‘ 導入が可能なため、同階層の収益性改
： 最適漁船→現行14トン、登録長15m以上、燃油タンク2oke以上 ｜！： 善手法のーっとなる。

③漁獲物の高鮮度化 II II・10トン未満階層電気ショック、神経・エラ抜き、ナノ窒素海水、魚槽外板厚み増で魚体温上昇抑制 ｜｜ 

" ~ -- 漁場の拡大は、南西海域の漁場利用
④操業経費の増加の抑制 ： 船員数の維持、省エネ、漁場の制限等で最大限にコストを抑 II 11ヨb頻度の低下となり、当該海域のみを利

｜｜ ’ 用する10トン未満階層の主体的な漁場
も労働環境の改善 ： 作業時間の短縮、安全確保 II - となる（＝10トン未満階層との漁場の

II 棲み分け）。⑥水揚港の適地選択 ； 漁場距離、漁獲物組成、市場価格から水揚げ港を選定し、魚価安 II 

ぞる地元と連携した漁獲物の高付加価値販売 ： 海の駅ほそしまによる直接買取り

⑧マグロの特産品化 ： 海の駅ほそしまによるマグ、ロの販売
」



まぐろ延縄漁業の分類

まぐろ延縄漁業は、各経営体の経営カ等から5～19トンと幅広い漁船規模で操業を行っている。操業内容等から階屠を
分類すると、①10トン未満階層、②10～14トン階層、①15トン以上階層の3つの階層に分績できる。

※船数（日向： 46隻）

漁船規模：

漁場：

漁船：

収入：

支出：

-10トン未満階層一

I' 

-10～14トン階層ー -15トン以上階層ー

D 。

／ 


